























(b・ 1) 続いて、上記 (a) の場面ごとに、共通語と方言のどちらを使うか、その内省
を問う。( W月刊言語別冊変容する日本の方言~ 1995 大修館書店など)




(c) (b・ 1) による方法は、「共通語と方言がまじる」といった選択肢を回答に含める
ことが多いが、基本的な発想、は、コードの選択はドメインごとに行われるといっ
たものである。しかし、 inter-/iritra-sententia1 code-switching などの事象が示すよ
うに、コードの切換えは、 ドメイン聞においてのみ行われるとは限らない。
(d) 関連して、同一ドメイン内でコードの切換えが行われるとき、 (b・ 1) の方法では
具体的にどの言語項目が切換えの対象となるかも不明である。
(e) 一方 (b・2) の方法は、切換えの対象となる言語項目を設定しはするが、その取
り上げ方は恋意的であり、コードの切換えを体系的に把握したものとは言えない。
(のまた (b・1) (b・2) いずれの方法も、基本的に内省調査であり、実態をどの程度把
握しているかに疑問が残る。





(a) 日本語方言話者のスタイル切換え(以下、 f方言 SSJ とする)





























を概観・展望した先行研究 (LabQv 1972、 Heller 1988、百lOmason& Kaufman 1988、 Romaine































































外的制約条件として指摘されてきた、注意度 (William Labov) 、計画性 (Elenor Ochs) 、オ



























次に、調査の具体的な内容について、方言 ss プロジェクト (3.2 .1)と中間言語 ss プロ
ジェクト (3ユ2) にわけで述べる。
3.2.1. 方言 ss プロジェクト
3.2.1.1. 調査地点および分析対象者
調査地点は表 1 の通り。担当責任者および報告計画 (0=本号、→=次号以降)をあわ
せて示す。
表 1 調査地点・担当責任者および報告計画(方言 ss プロジェクト)
地点 青森 仙台 東尽山手 東京下町 名古屋
担当者 阿部貴人 阿部貴人 松丸莫大 松丸真大 角木千恵
報告誌 0¥ ー_，・ ー_，・ 。 ー_，・
地点 京都 大阪 両知 山口 鹿児島
担当者 辻加代子 局木千恵 両木千恵 船木礼子 船木礼子









6O代生え抜き A]x 60代生え抜き C
60代生え抜き AIxl20 代生え抜き AI
60代生え抜き~X20代外来者
(4) I20 代生え抜き A]x 2 0 代生え抜き C













き出すために、生え抜き同世代間 ((1) (4)) 、生え抜き異世代間 ((2) )のカジュアル場面





はつけていない。 r20 代外来者J は、一部の例外を除いて調査者(男・女)があたった。
(d) 老年層と若年層では保持する共通語コードと方言コードのありかたが異なっている
ことも考えられ、両者を調査対象とした。老年層は 60 代、若年層は 20 代を基本とする。
(d-l) 60 代の分析対象者については、 70 代でも可とした。生え抜きの分析対象者(上
の r60 代生え抜き AJ と r20 代生え抜き AJ) は祖父と孫の関係にある場合を基本とした














































表 3 母語・担当責任者および報告計画(中間言語 ss プロジェクト)
母語 | 中国 | 韓国 | アメリカ | タイ |デンマーク
担当者 | 樋下綾 | 李古舘 | 橋本貴子 | 永見昌紀 | 永見目紀





(1) I 日本語中級学習者Ix 日本語非母語話者(親)





(3) I 日本語中級学習者Ix 日本語非母語話者(初対面)







談話の長さは、方言 ss プロジェクトと同様、それぞれ最低 30 分とした。
インフォーマントの詳しい属性については、各報告の冒頭にまとめた。
3.2.2.2. 話題



















本プロジェクトの成果報告は、本誌4 号(本号)および 5 号 (2003 年 3 月刊行予定)、
6 号 (2004 年 3 月刊行予定)において行う予定である。
報告は、総括報告と個別報告の、 2 つの様式にわけで行う。
4.1. 総括報告






















(1) 各地点(方言 ss プロジェクト)、各母語(中間言語 ss プロジェクト)ごとの詳
細な分析
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